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令和７年 金沢市教育委員会議第８回定例会 会議録 

 

１ 日 時  令和７年８月２７日（水） 

       開会  １３時３０分 

       閉会  １４時１０分 

 

２ 会 場  金沢市役所 第二本庁舎 ２階 ２２０１会議室 

 

３ 出席委員（６名） 

 教 育 長 野 口   弘 

 教 育 委 員 田 邊 俊 治 

    〃 大 島 淳 光 

    〃 丸 山 章 子 

    〃 長 澤 裕 子 

    〃 櫻 吉 啓 介 

 

４ 欠席委員（１名） 

 教 育 委 員 木 村 陽 子 

 

 

  事務局 教育次長 堀 場 喜一郎 

 担当次長（兼）教育総務課長 前 多 洋 一 

 教育総務課長補佐 内 山 善 之 

 担当次長（兼）学校職員課長 中 田 知 邦 

 学校職員課担当課長・管理主事（兼）課長補佐 中 田 義 成 

 担当次長（部活動地域移行担当）（兼）学校指導課長 貞 廣 賢 了 

 学校指導課担当課長（兼）課長補佐 藤 田 亮 治 

 市立工業高校事務局長 今 井 信 也 

 生涯学習課長（部活動地域移行担当） 小 川 晶 子 

 図書館総務課長（兼）玉川図書館長 岩 﨑 友 代 

 教育プラザ総括施設長 熊 谷 有紀子 

 （兼）学校教育センター所長 

 （兼）特別支援教育サポートセンター所長 

 

５ 案 件 

 非  議案第１６号 金沢市立小学校及び中学校通学区域審議会委員の委嘱等について 

                                     （教育総務課） 

    議案第１７号 金沢市立小学校児童通学区域の一部改正について    （教育総務課） 

    報告第１１号 兼六小学校の移転について              （教育総務課） 

    報告第１２号 金沢の学校給食魅力発信事業の取組について      （教育総務課） 

    報告第１３号 「月の石」等の展示及び記念講演会の開催について   （生涯学習課） 

    報告第１４号 令和７年度海外教育派遣研修について      （学校教育センター） 

    そ の 他 

    （１）次回の定例会議の日程について 
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６ 議事の経過等     以下のとおり 

 野口教育長の開議挨拶に続いて、傍聴希望者２名について協議し、傍聴を許可した。次に、会

議録署名委員に長澤委員を指名した。本日の議題について、野口教育長が議案第１６号を非公開

とするよう発議し、全会一致で非公開とすることを決定した。 

 審議に入り、議案第１７号、報告第１１号、報告第１２号、報告第１３号、報告第１４号につ

いて説明・質疑応答が行われ、原案どおり承認した。また、９月の定例会議の開催日を次のとお

り決定した。最後に議案第１６号について非公開で審議に入り、原案どおり承認し、閉会した。 

 

  ＊ ９月の定例会議の日程：令和７年９月１８日（木）１３：３０～ 

 

［案件の説明及び諸報告について］ 

 案件について、別添資料等に基づき事務局より説明・報告し、原案どおり承認された。 

 

［主な質疑・応答の内容について］ 

○ 議案第１７号 金沢市立小学校児童通学区域の一部改正について（教育総務課） 

（説明の概要）議案書４ページ。千坂小学校の通学区域である柳橋町の一部を小坂小学校の通学

区域に変更するものである。 

 ５ページに告示案、６ページに新旧対照表を示している。「柳橋町ア３番地１～ア３番地１６」

を千坂小学校から小坂小学校の通学区域に変更する。 

 今回変更する場所は、千坂、小坂にまたがって新たに造成された宅地であるが、道路形態等を

考慮し、小坂の町会に所属することとなり、両地域からこれに合わせた小学校通学区域の変更の

要望があったことを受け、教育委員会において通学距離や通学路等を勘案し、今回、通学区域を

変更するものである。 

 

野口教育長 

 

 

前多教育総務課長 

 

 

 

野口教育長 

 

前多教育総務課長 

 今回、通学区域が変わることによって、千坂小学校から小坂小学校に転

校を余儀なくされる児童はいるのでしょうか。 

 

 新たに増設された土地であり、現在まだ住宅等も建っていないと聞いて

います。ですから、今後新たに住居を構えて転校してこられる方が対象に

なるかと思います。 

 

 現状はゼロということですね。 

 

 はい。 

 

○ 報告第１１号 兼六小学校の移転について（教育総務課） 

（説明の概要）議案書１０ページ。令和６年３月から改修を進めてきた兼六小学校の新校舎につ

いて、２学期の始業に合わせて９月より供用を開始する。 

 校舎等の設置場所は金沢市小将町１番１５号である。校舎は鉄筋コンクリート造５階建てで延

床面積６，４８１㎡、体育館は鉄筋コンクリート造２階建てで延床面積２，５３０㎡となってい

る。 

 主な改修内容は、外部や内部の改修に併せ、階段の手すりや手洗い場、特別教室の机の高さを

変更し、小学校に合わせた仕様としたほか、児童の安全を考慮して、普通教室や特別教室等を主

に２階以上に配置している。また、内装の木質化を図るとともに、照明のＬＥＤ化や特別教室等

に空調を整備するなど、学習環境の充実を図っている。加えて、新たにエレベーターを設置する

とともに、各階にバリアフリートイレを設置している。事業費は約２０億円である。 

 現在、供用開始に向けて、学校では引っ越し作業や新学期の準備を進めており、学校の始業式
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に合わせて移転式として教育長から児童への告示を予定している。 

 

大島委員 

 

 

 

 

 

前多教育総務課長 

 

大島委員 

 

 

田邊委員 

 

 

 

 

 

前多教育総務課長 

 

 

 

田邊委員 

 

 

前多教育総務課長 

 

櫻吉委員 

 

 

前多教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

櫻吉委員 

 私が旧小将町中学校にいた頃はちょうど旧校舎から新校舎に変わる時期

で、非常に新しい学校というイメージがありました。また新たなスタート

ということで非常にうれしく思っています。 

 ちなみに、今、兼六小学校の学級数はどれぐらいの規模になっているの

か。 

 

 今年度５月１日時点で児童数が３８３人、１２学級となります。 

 

 私たちの頃に比べると相当贅沢に使えると思いますので、また教育の充

実を図っていただければと思います。 

 

 新しく改修された校舎ですので、新たな時代に対応することが求められ

ると思います。今、文科省でバリアフリーの指針を改定する議論を行って

いるところですが、新校舎ではエレベーターと、各階にバリアフリートイ

レを整備された一方で、門から玄関を通って教室に行くまでの動線はバリ

アフリー化されているかどうか伺います。 

 

 旧小将町中学校の校舎を使っており、門から玄関まで少し段はあるので

すが、スロープ等を設置しており、そこから車椅子等はスムーズに入れる

かと思います。 

 

 体育館に行ったり特別教室に行ったりという校内の動線もバリアフリー

に対応できていますか。 

 

 それについても段差は特にございません。 

 

 今の兼六小学校と旧小将町中学校の通学路の環境は大幅には変わらない

のですか。 

 

 現在の兼六小学校については、国道を挟んで浅野川寄りになっています。

今回、旧小将町中学校に移転するということで、道路を挟んで小立野側に

移動することになりますので、通学路として大通りを渡る子どもたちが少

し増える状況にあります。それを受けまして、昨年度から学校と地元で通

学路点検を行っており、横断歩道の設置などを警察にお願いして、そうい

った対応は進めております。今年度、また新たに通学が始まった時点で再

度の通学路点検を予定して、そのときにまた危険な所がないか点検してい

こうと思います。 

 

 危惧した点はご説明いただきました。ありがとうございます。 

 

○ 報告第１２号 金沢の学校給食魅力発信事業の取組について（教育総務課） 

（説明の概要）議案書１３ページ。昨年開催した学校給食費懇話会において、もっと金沢の学校

給食の仕組みや魅力を知ってもらう必要があるとのご意見を頂いたことから、今年度、児童生徒

や保護者の皆さんに金沢市の学校給食への理解を深めていただくため、金沢の学校給食魅力発信

事業に取り組んでいる。その一つが先週開催した給食の試食会である。 

 先週８月２１日（木）・２２日（金）の２日間、両日ともに１１～１３時の間に、新たに建設し

た南部共同調理場２階の研修室・調理実習室を会場として試食会を行った。南部共同調理場から

給食を配送する１２校の児童とその保護者を対象に、２１日はカレーライス、２２日は豚肉とじ

ゃが芋の煮物を試食していただいた。両日ともに１００名の参加があった。学校での調理から共
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同調理場での調理に変わる学校もあり、心配する保護者もいらっしゃると聞いていたが、参加者

からは「これまでの給食と変わらずおいしい」「新しい調理場で作られた給食を食べるのがうれし

い」との声を頂いた。 

 次の取組として、学校給食の仕組みや現状を紹介したパンフレットを配布する。パンフレット

は別冊資料として添付した。 

 パンフレットには、学校給食の栄養や食育の取組、給食費のほか、学校給食が作られる流れを

紹介するとともに、栄養教諭や調理師のインタビューを掲載しており、学校給食に興味を持って

いただくきっかけとなる内容となっている。このパンフレットを金沢市立小中学校の児童生徒の

長子を対象に、約２７，０００部配布する。配布時期は２学期が開始する９月で考えている。ま

た、金沢市のホームページにも掲載する予定である。 

 この二つの取組のほか、学校給食の流れなどを動画撮影し配信する準備も進めている。こうし

た取組を通して、金沢の学校給食の魅力を一人でも多くの方に知っていただけるように努めてい

く。 

 

長澤委員 

 

 

 

前多教育総務課長 

 

 

 

長澤委員 

 

 

 

 

丸山委員 

 

 

 

 

前多教育総務課長 

 

 

 

 

 調理場の様子を動画配信するというお話があり、ぜひ進めていただきた

いと思いました。頻度や公開の仕方についてはどのようなお考えか教えて

ください。 

 

 基本的にはこの動画を、各栄養士に、各学校での食育で活用していただ

きたいと考えています。併せて、ＹｏｕＴｕｂｅになるかと思いますが、

一般にも配信できるような形で進めていきたいと考えています。 

 

 分かりました。毎日の食事がどのように作られているのかを子どもたち

が知った上で口にするのと、知らずに口にするのとでは、随分影響も違い

があると思うので、可能な限りで結構ですが、何度も配信していただけた

らいいと思っています。 

 

 とても良い取組だと思うのですが、試食会に来た１００人は抽選などで

選ばれた人たちなのか、希望を募ったら１００名だったのかということを

お聞きしたいです。また、この試食会の後、何かアンケートを取られたの

でしょうか。 

 

 今回、会場の関係と、どうしても作ってから時間をそれほど置けないこ

とから、両日とも１００名を定員として、対象となる１２校に募集をかけ

ました。結果としては抽選という形で、倍率までは覚えていないのですが、

抽選が外れて来られなかった方もいます。アンケートは取っていないので

すが、職員等で少しお話を聞いたりしながらお声を聞いた次第です。 

 

○ 報告第１３号 「月の石」等の展示及び記念講演会の開催について（生涯学習課） 

（説明の概要）議案書１５ページ。本市では、金沢市宇宙教育推進計画２０２１に基づき、宇宙

に興味を持てる環境づくり等に取り組んでおり、日頃よりＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）や

国立天文台など、宇宙・天文に関わる専門家の皆さま方との情報交換を進めている。その中で、

アポロ１５号が持ち帰った「月の石」を常設展示できる場所を探しているとの情報を得たため、

本市がいち早く名乗りを上げ、今回の展示を実施できることとなった。最終的な展示については

宇宙教育の拠点であるキゴ山ふれあい研修センターの天文学習棟を想定しているが、今回の展示

は公共交通機関でアクセスしやすい教育プラザ富樫を会場とした。展示期間は１０月１２日から

令和９年度末までを予定している。 

 展示概要としては、アメリカ航空宇宙局から借用する「月の石」展示に併せて、アポロ計画の

概要や「月の石」の特徴の解説のほか、火星由来隕石等の実物や宇宙探査の最前線について学べ
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るパネルなどの展示、月面基地のＶＲ体験や、月の模擬砂をグローブを着けて実際に触る体験な

どを提供し、宇宙開発の最新情報に見て、触れて、体感できるものとなる。展示イメージについ

ては次ページの資料をご参照いただきたい。 

 オープニングセレモニーは１０時より展示会場前にて行う。市長、議長のほか、土井隆雄宇宙

飛行士やＪＡＸＡなどの関係者によるテープカットの後、来賓や関係者向けの内覧会を行い、１

２時より一般公開する。初日の１２日と翌日祝日の１３日は混雑が予想されるため、事前予約制

として、９月９日より本市ホームページにて受付を開始したいと考えている。本市広報やＳＮＳ

のほか、チラシなどを配布して周知する。 

 通常の展示時間は９～１６時で、月曜日は閉場とするが、月曜日が祝日の場合は次の平日を閉

場日とする。また、公開に合わせて教育プラザ富樫１号館でＶＲ体験や宇宙に関するワークショ

ップを開催するが、その後も土日祝日には定期的にワークショップや講演会を開催し、宇宙や天

文に親しむ機会を提供する。 

 記念講演会については、宇宙飛行士の土井隆雄氏を講師とする講演と、本市の児童生徒による

活動発表を行う。 

 なお、１２日のオープニングセレモニーと内覧会、１１日の講演会については、教育委員の皆

さまへ別途ご案内する。 

 

櫻吉委員 

 

 

 

 

 

野口教育長 

 

櫻吉委員 

 

野口教育長 

 

 

長澤委員 

 

 

小川生涯学習課長 

 

 

 

 

野口教育長 

 

 木造人工衛星を開発したのは土井さんも所属していた京大の農学部の教

室で、そこの教授は僕の高校のときの同級生なのです。３年間同じクラス

で、２年間は一緒に下宿して同じ釜の飯を食べた間柄なので、これは石川

県ゆかりの者が開発したということで、お知りおきいただければと思いま

す。 

 

 その方もいらっしゃったらいいですね。 

 

 どうですかね。ちょっと聞いてみます。 

 

 キゴ山宇宙塾の塾長をしている方も土井さんと一緒に木造人工衛星を開

発したと伺っていますので、関係者が結構集まるのかもしれません。 

 

 記念講演会で発表する生徒たちはどのような活動を発表する予定か、分

かる範囲で教えてください。 

 

 現状、金沢宇宙塾や日本宇宙少年団の生徒については、日頃の宇宙塾や

宇宙少年団での活動内容などを報告していただくと伺っています。金沢市

立工業高等学校の生徒については、缶サット甲子園の学校での取組につい

て報告していただくことになっています。 

 

 ちなみに、今回展示される「月の石」は、アポロ１５号がアペニン山脈

の山麓で採集してきた石で、玄武岩です。月の石は北九州市科学館にあり

ますが、それはアポロ１２号が採ってきたもので同じく玄武岩です。今回

展示する石は一部熱変性を受けているので色が部分的に違います。また、

火星由来の隕石についても展示しますが、なぜそれが火星から来たのかと

いう説明を添えるなど工夫がしてありますので、ぜひご覧になっていただ

きたいと思います。万博は大変混んでいますので、万博へ行かなくても「月

の石」と火星由来の隕石を見ることがきるというのがキャッチフレーズか

と思います。 

 展示イメージの真ん中に月球儀がありますが、この月球儀にも、この位

置で採られてきたという表示がされているのではないかと思います。また、

月の裏側はなかなか見ることができないのですが、月の裏側には木村栄博
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士の功績をたたえて命名されたキムラクレーターがあります。どこにその

クレーターがあるかも明示されたり、様々に工夫のある月球儀になると思

いますので、月球儀についても注目いただけるとうれしく思います。 

 加えて月面の歩行体験もやっていただければと思います。事務局の皆さ

んもぜひ体験してみてください。これをやると気持ち悪くなることがあり

ますので、ポケットの中に飴を１個でも２個でも忍ばせておくといいです。

飴をなめながらの体験では宇宙酔いをしないといわれています。 

 

○ 報告第１４号 令和７年度海外教育派遣研修について（学校教育センター） 

（説明の概要）議案書１８ページ。市内の中堅教員を中国大連市へ派遣し、デジタル力を推進す

る先進校の視察や懇談を通して指導力を向上させるとともに、国際感覚豊かな人材の育成を図る。

海外教育派遣研修については平成１６年度より実施し、コロナ禍において見送っていたが、昨年

度より再開している。 

 派遣先及び日程（予定）については表のとおりである。野口弘教育長を団長に６名の団員で訪

問し、中国大連市の教育等について多くのことを学んでくる。また、今回の訪問においては、大

連工業大学において客員教授である野口教育長が「金沢市の学校教育～新金沢型学校教育モデル

～」と題してご講演される予定である。 

 

野口教育長 

 

 

 

岩﨑図書館総務課

長 

 

 

 

 

 

 

 

長澤委員 

 

 

 

熊谷教育プラザ総

括施設長 

 

 

 

 

 

丸山委員 

 

 

 

 

 

熊谷教育プラザ総

括施設長 

 

 岩﨑図書館総務課長、今度、大連大学に伺って図書を寄贈してまいりま

すが、どのような図書を寄贈するのか、内容について少しご説明いただけ

ればと思います。 

 

 大連大学へ寄贈する図書は、図書館のリサイクル図書になります。大連

大学には平成１４年と平成１７年にも本市から約２，０００冊を寄贈して

おります。寄贈後２０年以上が経過し、これらの図書の劣化が激しいため、

このたび新たに１，０００冊のリサイクル図書を寄贈するものです。学生

の日本語学習などにご活用いただく予定です。 

 寄贈する図書の内容としては、リサイクル図書の中から、利用者に人気

があり、かつ汎用的な本である、小説や趣味・実用書を中心に選定しまし

た。 

 

 大連市内の小・中学校を視察されるということですが、何校ぐらい訪問

される予定でしょうか。また、教育学院というのは高等教育機関に該当す

るかどうかを教えてください。 

 

 訪問先は、デジタル力を推進するという小・中学校ということで、今の

ところ小学校１校、中学校１校を予定しております。大連教育学院につい

ては、名前に学院と付いているのでそのように見えるのですが、実際には

教育プラザの学校教育センターのようなところで、教職員の研修や人材育

成を行っている機関となりますので、そちらにも視察に行きたいと考えて

おります。 

 

 私は先日、中国の成都でワールドゲームズという大会があって行ってき

ました。例えばバスの運行が全部アプリで管理されているなど、すごく先

進技術を使っていると思ったのですが、大連に関しては、デジタル力を推

進する先進校というところで、どういった点が期待されるのか教えてほし

いです。 

 

 大連はまちづくりから全てにおいてデジタルが推進されていると感じて

います。今回は新金沢型学校教育モデルでデジタル力の育成を目指すとい

うことで、ＩＣＴの活用やプログラミングからもう一歩推し進めてデジタ
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野口教育長 

 

 

 

 

熊谷教育プラザ総

括施設長 

 

野口教育長 

 

 

堀場教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

野口教育長 

ル活用を先進的に行っている学校を視察したいと先方にはお願いしている

ところです。 

 

 もし、こんなところを見てきてほしいという要望が学校指導課からあれ

ば、その要望もふまえ、参観してきますので、これからの改善・改正に向

け参考にしていけばいいと思います。学校指導課からの要望も伺っておい

て下さい。 

 

 分かりました。 

 

 

 昨年は堀場教育次長が団長でしたが、大連は日本人に対しては優しいま

ちでしたか。 

 

 昨年も同様な時期に、大連に行かせていただきました。大連の昼間人口

は約７００万人ということで、中国の経済特区に指定されており、早期か

ら日本企業が数多く進出しているところです。企業の中においても日本語

教育に取り組んでおり、大連大学は中国屈指の日本語教育に取り組む大学

ということで、卒業生の多くが大連にある日本企業に就職しています。日

本語を話せると給与体系も有利になるということで、日本語に対する興味

と日本企業に対する信頼が非常に厚いまちです。非常に友好的な都市だと

感じたところです。 

 

 ありがとうございます。安心して行ってまいりたいと思います。 

 

 

                                      以  上 

     会 議 録 署 名 

               教 育 長     署 名     

               教 育 委 員     署 名     

                                 （長澤委員）  
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［非公開議案の審議結果について］ 

○ 議案第１６号 金沢市立小学校及び中学校通学区域審議会委員の委嘱等について（教育総務

課） 

 

 審議結果についても非公開 

 

 

                                      以  上 
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